けものフレンズの冷奴（ワイルド・ラン版）

　けものフレンズのアニメを見てワイルド・ラン*1という漫画を思い出した。なぜワイルド・ランを思い出したかというと、この作品ではソロモン計画*2のために天才科学者の EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(た);田)

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(みや);宮)

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(つる);鶴)

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(かめ);亀)（以降は田宮博士と記載）がソロモンダーとういう EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ひ);㊙)

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(やく);薬)を開発し、この㊙薬で動物が EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ヒ);人)

 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ト);間)としゃべれるようになりついでに姿も人間になってしまう設定がある、これがけものフレンズのサンドスターが動物に接触するとフレンズに変身させるところが似ていたからだ。

　ちなみにワイルド・ランの大雑把な内容は、ソロモンダーを投薬されたジャガーのランちゃん（雌）が人間になって田宮博士の息子の田宮 EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(たから);資)との共同生活のドタバタコメディである。当時の吉崎観音さんは中学2～3年生頃なので週刊少年マガジンに連載のワイルド・ランを読んでいても不思議ではない、ここでは吉崎観音さんがワイルド・ランを読んでいたと勝手に決め付ける事によって以下冷奴を進める。

①けものフレンズに欠かせない謎設定の準備段階

　吉崎観音さんがその後ワイルド・ランのことは忘れていたとしても記憶の片隅にワイルド・ランの登場人物たち（田宮博士に政府のお役人さんにツルカメ研究所の研究員）が住み着いたと決め付けると、けものフレンズでのあらゆる謎設定が納得できる。そして田宮博士はどんな人物なのかを説明すると、天才科学者としての地位名声があり国家権力を後ろ盾に持つ生物工学の世界的権威のひとりである。

　ワイルド・ランの中でわかっている実績

· ソロモンダー

人間の言語体系（確認できるのは日本語）が凝縮されている、これを動物に与えることにより人間としゃべれて人間の姿になる、動物の頃の記憶もあり各動物たちとの会話も可能

· 逆ソロモンダー

　人間の気質傾向を拡大化することにより人間が動物化する、これを人間が動物の姿になり動物としゃべれる、あらゆる動物の遺伝子情報？が詰め込まれている模様、どの動物になるかは決まっていないのが欠点

· 自動追跡カメラ（子豚型）

· 運動能力加速剤

　運動中枢を刺激して通常の何倍ものスピードで動く事を可能にさせる

· ３Ｄイリュージョン（ゲーム機としても利用可）

　空間立体映像装置の完成

· 地下に多数の最新兵器を収容した巨大な秘密基地の建造

· 日本からアメリカのアリゾナ砂漠間にトンネル開通させ秘密基地の発射口を造る

　これらを約30年前に完成させた田宮博士の謎技術＆開発能力（国の援助込み）が異常だとわかる。

②気候（気象）操作の確立

　現実の日本でも異常気象による大きな被害（例：1993年梅雨時期の九州南部は異常雨量で土砂崩れの多発に鹿児島の8.1水害や8.6水害など）もではじめ、吉崎観音さんの脳内に住み着いた政府のお役人も危機感を覚え、到底実現不可能な気候操作による日本の異常気象の解消を狙った新たな国家企画として①の謎技術を持った田宮博士たちと取り組んだ（現実じゃないので何でもあり）。そこで気候（気象）操作の㊙薬開発にはソロモンダーの同様な開発工程をたどる必要がわかり、ソロモンダーを改良利用することで開発に成功した。

③動物から人間の姿へと、人間の姿から動物への自動化

　気候（気象）操作も可能な㊙薬にはあらゆる物質などの情報が盛り込まれ、それだけではツマラナイと思った田宮博士は、ついでにソロモンダーと逆ソロモンダーの要素に新種や絶滅種に空想上の生物の情報と新たにわかってきた動物の特種能力（プラナリアの再生能力やベニクラゲの若返りなど）のあらゆる情報も盛り込んだのがサンドスターになった。これでいろいろと怪しいサンドスターの特性にも納得がいくだろう。そしてなぜ女の子になるのかは、ソロモンダーが諸外国に渡ったってしまった時の例として北の某大国のヒグマの陸軍部隊（雄）の脅威が考えられたのと、政府のお役人が秘書としてウサギのバニーガールが欲しいと言っていたのでその意見を尊重したと思われる。そこで見た目では戦闘向きでない可愛い女の子の姿にしたが、特種能力の効果を引き出すには身体能力は引き継ぐ必要があったのでそれでは脅威が払拭できないままなので何らかの謎法則でむやみに変身しないように改良してサンドスター（形状は粉末）を完成させた。

④けものフレンズとワイルド・ランの変身の要素

　そこでけものフレンズとワイルド・ランにおける違いは下記表の様に

	
	けものフレンズ（動物からヒト）
	ワイルド・ラン（動物から人間）

	変身条件
	サンドスターが接触すれば必ず変身するとは限らないので、変身条件は謎
	ソロモンダーを体内に投薬（注射）、口から飲んでも変身する

	容姿
	ヒトの女の子に動物の外観特徴（耳や尻尾や羽など）が付随
	人間の姿、ただし半獣の場合もある

	性別
	女の子
	動物の頃と同じ

	能力
	身体能力に種の習性や特徴能力を継承、さらに人間の創作した能力も追加
	身体能力と種の習性を継承

	大きさ
	人間の女の子（10歳）くらい、種の大きさにより増減あり
	動物の大きさと年齢に比例っぽい

	衣装
	同時に発生、柄などに種の特徴がある
	同時に発生の場合と、発生しない場合もある

	会話
	ヒトの言葉のみ、動物の言葉は不可
	人間と動物の両方に会話が可能

	言語
	日本語
	日本語

	知識
	人間（日本人）の知識や常識が加わる
	人間（日本人）の知識や常識が加わる

	記憶
	動物の頃の記憶を引き継ぐ
	動物の頃の記憶を引き継ぐ

	
	けものフレンズ（フレンズから動物）
	ワイルド・ラン（人間から動物）

	変身条件
	サンドスターの消失、セルリアンによるものか個別の異常消費による
	逆ソロモンダーを体内に投薬（注射）、口から飲んでも変身する

	容姿
	フレンズ化前の動物
	ソロモンダーで人間の姿の者は元の動物、人間はランダム

	性別
	フレンズ化前の動物と同じ
	人間の頃と同じ

	大きさ
	同上
	田宮資が子犬になったのでソロモンダーと同様に変身前の年齢に比例っぽい

	会話
	フレンズとは不可
	動物とは可能、人間とは不可

	記憶
	フレンズの頃のは忘れる
	人間の頃を引き継ぐ


　この様に、けのもフレンズの変身化はワイルド・ランから引き継いだとみてよさそうだろう。

⑤サンドスターの実験計画と候補地

　田宮博士たちは③で製作したサンドスターの実験検証するために隔離された環境と多種多様な動物の確保が必要になり、用地は国内の海底火山を噴火させることで確保する事にした。候補地としては何かあっても日本列島に被害が及ばない地域がひとつの理由と、海底火山噴火で島が出現しても国内外に違和感のない理由（現実の情報で西之島新島が海底火山の影響で面積拡大）で小笠原沖合いが選ばれた。

　そこで田宮博士＆ツルカメ研究所は小笠原沖合いの海底火山を謎技術で島の出現だけの規模で噴火させることに成功（おそらく地下から海底火山のマグマ溜まりに謎装置を使用）させる。島が出現してからは予想以上に外交問題がややこしく、それをかわすために平和的な利用目的を後付け（島全域に全世界の動物を集め巨大動物園を造る）でごまかした。元々サンドスターの実験のひとつに多種多様な動物確保は必要だったので格好の名目になったであろう。
　政府は島の形成期間を見守る名目でごく一部の機関以外（田宮博士＆ツルマル研究所）は島の領海と領空を禁止区域にし、その期間に島の陸地形成補助に海底火山噴火の誘導時に掘って出た土砂などの利用と、さらに実験第一段階としてサンドスターを散布して島全域の自然環境も整えることに成功した。その後現キョウシュウに出来た火山にサンドスターの自動供給装置を設置し噴火で島全域の散布を可能にした。これにより島全域で定期的な動物の変身と地域ごとの自然環境や気候（気象）操作にも説明がつく。

⑥外部に公開するまでの活動

　田宮博士たちは念のために上空（飛行機や衛星）からの撮影を警戒して活動の拠点を地下に造り、そこから島調査用ロボット（ミライたちが目撃した未確認生物）で実験体の動物（今回ジャガーのランちゃんかどうかは不明）によるソロモンダーと逆ソロモンダーを合わせた効能の確認調査と、セルリアンの発生確認とセルリアンによるフレンズへの影響の調査を行った。セルリアンは逆ソロモンダーの役割として想定内の生物？で、フレンズが被害にあっても元に戻るだけもしくはフレンズによるコアの破壊が可能との理由と、実験体の人間（たぶん息子の資）はサンドスターを持っていないので取り込まれても無害（しかし中から脱出は必要）だからと放置された。

　しかしサンドスターが噴火の影響で想定外のサンドスターロウの生成とそれによる黒セルリアンも確認された。はじめのうちは想定のセルリアンと違いはないだろうと放置したが、多くのフレンズでは攻撃が効かないのとサンドスターロウを吸収し続け巨大化して島の破壊が確認されたため、黒セルリアンの弱点を突き止め消防用の放水車両で黒セルリアンに海水をかけて退治したと決め付ける。その後サンドスターロウの拡散防止対策として火口に濾過装置（四神の石版）を設置し、これで対応済みとした。そして濾過装置で無害になったサンドスターロウが集積されたのが火口に見えるビスマス結晶みたいなものになった。

　補足としてサンドスター開発者の田宮博士は黒セルリアンの体組織から即座に弱点解明できた。
⑦外部への開放とその後の結末

　⑥の黒セルリアンのこともあったが対策済みだからいいだろうとその後政府は国内外に宣言していた平和的利用として世界中から集めた動物を利用した超巨大動物園（ジャパリパーク）の建設とその後の運営を田宮博士＆ツルカメ研究所以外の外部機関に任せる事にした。ちなみに田宮博士たちは外部機関が入ってきても地下研究所で継続してフレンズ化の検証で残っていた。当初の目的の一部で世界中の動物たちが自分たちの手を使わなくても集まるから。

　後に外部機関も動物のフレンズ化を確認するようになったが、人間に危害を加えることも無くそれに可愛いし人間との交流も容易だったのでそのまま保護と研究のために新たに研究機関を設けるようにした。セルリアンも同様に確認されたがフレンズの攻撃で退治できることから外部機関も脅威とは考えずに放置した。

　順調にジャパリパークは運営されていたが、ある時に火山の大噴火で四神の位置がずれてしまいサンドスターロウが漏れ出して同時に黒セルリアンも確認された。黒セルリアンがサンドスターロウを吸収して巨大化し島を破壊する中で攻撃を試みたが弱点がわからずに退治できなかった。そんな中たびたび目撃されていた未確認生物がまたもや目撃され、その行動で四神が見つかりまた弱点の水（海水）に気づいた。四神を再設置し火口全域にフィルターがはられ、そこで黒セルリアンを川に誘い込んだが弱点は正確には海水だったので退治には失敗に終わった。それでやむなくミライさんたち職員一同は脱出するしかなかく、後日米国の空軍による攻撃も開始されたが撃墜され以後ジャパリパークに人間は近寄ることを禁止された。

　たぶん田宮博士とつるんでいるお役人さま以外の政府の役人が島の経緯を知らなくて米軍に緊急要請した、あのお役人さまは田宮博士の開発兵器が使いたくてそんなことはしない。

　その後田宮博士たちは一応黒セルリアンを退治した、その名残が地下迷宮の溶岩である。

　追記　謎技術を使ったと思われる機械類

· ラッキービースト

　ジャパリパークの職員に目撃された未確認生物に似せて作り上げた超万能ロボット　

　その未確認生物とされるのは、田宮博士の島調査用ロボットである

　本体はレンズと枠が確認され、レンズ部がコンピューター本体で、レンズ枠がコンピューター用の太陽光電池やスピーカーに各種センサーを備える、ボディ各部は遠隔操作での動作と見られる、ボディの予備や補修部品はジャパリまん工場か他の施設にある？

· ジャパリバス

　ラッキービーストがリンクして半自動運転が可能な電気自動車

· ジャパリバスの充電池

　あの大きさで大容量に高速充電が可能、かばんが持ち運びできる程の重量と発熱による心配もないのでデュアルカーボンバッテリー？

· ジャパリカフェのソーラーパネル

　あの充電池に短時間で充電可能なため、きっと変換効率80%超えの謎パネルだろう

　田宮博士＆ツルカメ研究所の謎技術がすでに一般世間にも公開されており、ミライさんたちもその技術に違和感無く利用していたと予想される。

　これらの事情が吉崎観音さんの脳内に長年気付かないまま構築され続け、けものフレンズの元ネタの一部になり、さらにアニメーション製作のたつきさんにも伝播しけものフレンズのアニメ版が完成したと勝手に決め付け冷奴を終える。

　この冷奴を理解するためにはワイルド・ランの一読が必要と思われますが中古の単行本を探しても見つかることはたぶんないと思われますので、マンガ図書館Ｚ　https://www.mangaz.com/　で読むことをお勧めします。

　この冷奴は、けものフレンズのアニメ版が該当になります。
　そして、この冷奴を真に受けないでください。
　*１　昭和60～61年に週刊少年マガジンに連載されていた漫画　全２巻　作者：大宮真依 
　*2　ソロモン計画（国家機密）とは人間と動物を直接的な会話を可能にすること。
